




































































は」について述べている。 「綱館」はやはり腕を切られた鬼がそれを取り返しに来る話なのだが、永瀬清子 その歌舞伎をテレビで見ながら、自分が つしか鬼の側に立っていることを思ったと語っている。 そして、 それを見て るときにはこの話と 「ベーオウルフ」 （ 『流れる髪』では「ビヨウルフ」と表記されている）との一致には気づかなかったが、 あとになってその劇 印象 つ て考えていた時、自分の中の流れに気づき、やがて、 「腕なき鬼」こそ自分 詩 源流であると気づいた」と語っている。　
社会的に排除されたり、虐げられている側の人、それらはまた勝





























げのやうにささる気がする」と語っているのである。そして、 「実に痛い。どうすることも出来ない」 、 と。　「私」は母を振り捨てて自分の道を行くということはしないのである。むしろ反対に、母のことを考えるから「どこへも自由に行くことも出来はしない」と思うのである。むろん その状況に満足しているのではないから、 「とげ やうにささ 気がする」ので、だから「母」は「つらい、なつかしい夢みたいなもの でもあ わけである。その葛藤を言わば宇宙的なスケールで語った詩 「星座娘」である。　　　　　　
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になり、それらの人たちを庇い癒すのが、母なる存在であ ということである。あるいは母性的存在である。このことも永瀬清子の詩にある一つの特質ではないかと思われる。さらに言う 、この詩から窺われるのが、彼女の詩想のスケール 大きさであ 。英国の英雄物語からヒントを得て、このような壮大さの 世界を構築したのである。　
他方で永瀬清子は、 自分を取り巻く具体的な状況や人々に対して、








済むであろうが、葛藤を経験せざ を得ないのは、自分が何かを強く求めているからである。その状態が永瀬清子には「欠乏」として意識されていた。詩「黒犬と私」では、 「犬が私の心の欠乏を嗅ぎつけると思ふ」と語られ、 「私は日も夜もひもじいが／でも私の欠乏は正しい」と言う。 「私の欠乏は正しい」というのは、まさに高らかに語られていると言える だが、しかしそうは言いつつも、 「私はかぎられた時間に住み／私は肉身をかな い逃れられぬ生来の柵と思ひ／又熱ある時にはいつもきまつた夢に驚く と語られて る。因みに、 「欠乏」 について永瀬清子は 『彩り 雲
　
短章集４』 （思潮社、
一九八四〈昭和五九〉 ・四）の中の「欠乏」で 「 「欠乏 を持っいる人は物事の本質を早く見ぬく」と述べている。たしかにそうであろう。だからこそ、 「私の欠乏は正しい」 と断言できたわけ ある。　『諸国の天女』 （一九四○〈昭和一五〉 ・八）に収められている詩























　「身近くせまつて来る人々の愛」は「恩愛」ではあるが、 それは「天空の神話の娘」にとっては「病める恩愛」として感じられるのである。それは「束縛」だからなのだが、 「天空の神話の娘」は星々の「束縛」から身を引き離して、 「錘のやうに」 下へ」行こうと言うわけである。そうありたいという希望が語られているのである。ここでも、詩の舞台のスケールは壮大であるが、しかし永瀬清子が当時感じていたであろう思いが託されていたと言える。　また、詩「故郷の感」は、親の側から語られた部分と子の側から






















験も投影されていると考えられるが、嵐にも負けない「勁」く大きな樹でありながら、人々を安らがせ、また小さなこと、すなわち「微風」にも応えようとする、そういう樹になろうというのであるから、やはりこれは母なる存在、母性的なあり方と言うことができよう。そういうあり方が自分の生きる道だと確信したという詩とも言える。 「大 なる樹木」という言葉であるが、 『蝶のめいてい
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ト・タゴールと日本」 （白川加世子訳、 〈 『高良とみの生 著作
　
第
７巻』ドメス出版、二○○二〈平成一六〉 ・四〉所収）でとの出会いについて、 「若いときに非常に 力のある人物に出会うことは、その人の人生全体にしばしば革命的変化を引 起こす。私は幸運なことにそれを経験した︱︱鮮明に記憶している︱︱。私は一八歳で女子大の最終学年に在籍していた」と述べ、そして「彼の思想に並々ならぬ影響を受けた私は、自分の人生を異なる民族の
ときには重要な問題であるが、本稿では割愛する。　
一九三○（昭和五）年から一九四○（昭和一五）年までに発表さ
れ、 思潮社の『永瀬清子詩集』 （一九七九〈昭和五四〉 ・六）では「第三章
　
枠外詩集」として収められている詩には女性のあり方を述べ
ているものが割と目に付く。たとえば詩「女性は文学に死せず」では、 「女にとつては抽象が実生活を破壊しない。／女ほど完全を愛するものはない。生活を愛するものはない。／そしてそれを破壊するものを敏感に、そして本能的 憎悪する」と語られている。あるいは詩「デカダンス」では、 「女性としてか しいくらゐふしぎな責任／それは絶望してはならないことだ。／それは天地の底からの母親ごころがゆるさないのだ」 、と。これらの詩を読む 、女性としての、また母性的存在としての自信が、永瀬清子 中で深まったということがわか 。もっとも、家庭を持つ女性詩人としての悩みもあり、詩「ほし もの」で 小さな絨氈がほしい。どん 場合にも私が悠々 拡げて坐 やうな。／私 身の空気がすぐ こへ呼ばれるやうな。／机がほしい。 」 語られ、 「三昧 入りたいと云ふやうな願ひは大きな贅沢なのか。 」 ている 家族を持ち、生活に追われる女性詩人としての悩みと願いである。永瀬清子にもそういう苦労があったということがわかり、永瀬清子を身近に感じることができる詩である。　
さて、こうして幾つかの詩を見てくると、詩人永瀬清子には社会








とみは、日本滞在の最後の講義でタゴールが日本人に向けて、 「 （略）ヨーロッパの物質的支配と競合しすぎてはいけないし、狭くて強いナショナリズムに陥ってはならない、特に軍備至上主義には抵抗すべきだとの警告を発した」と述べている。タゴールの語 反ナショナリズム、反軍国主義 思想と物質万能主義批判に共感したわけである。さらに、女性の置かれ 位置にいつ ての 話を軽井沢で聞いている。 「平和のために生きる」 （談）の中で高良とみはタゴールがこう語ったと述べている、 「民族の文化の中でも、もっとも尊いものは精練された情操で、あな がた婦人の使命は、国民の情操を清め高め、理想に向って導くことであります」 、と。それを受けて高良とみもこの談話の末尾で、 「平和を守る は 女性 す。女性が強く、賢くなること。 」と語っている。　
高良とみは若いときには文学関係の本をほとんど読まなかったよ




















ヲナサズシテ」という、あの 下（日本は昭 六年の満州事変から昭和二○年の敗戦前まで一五 間戦争をずっとしていた）の風潮に寄り添う詩を書いている。永瀬清 が偉いのは、それを隠そうとせず戦後の詩集にも入れていることである。しかしそ 詩は、彼女の本心ではない、いかにも言葉を合わせただけの詩であ と思われる。井久保伊登子が『女性史の中の永瀬清子
　［戦前・戦中編］ 』
（ドメス出版、二○○七〈平成一九〉 ・一）で述べているように、やがて戦中の発表詩は、 「 （略）日本 自然美の讃歌に戦いの哀しみをこめた美文調の詩が多くなる」のである。永瀬清子は『焰に薪を
　











タゴールは 『詩と人生』 （高良とみ他訳、 アポロン社、 一九六七・五）
の中の評論「女性について」で、歴史の現在の段階においては文明はほとんどすべて男性のものであって、女性は日陰に追いやられているとして、 「それで文明は均衡を失い、戦争から戦争へと飛び動いている」 述べている。評論「女性と家庭」では、 「今の場合のその間違い 、男性との関係における女性の自由の欠如にあるのであり、 （略）それも女性 地位が不安定である悩みからくるのである」とも述べ 。 ちろんタゴールは、そうであってはならないと考えているわけで、 「 が失われた社会的均衡を取り戻すためには、女性の重要さがすべて人間の世界の創造に加わらなければならな 」と述べる。評論「女性について」では、とくに女性にあるとタゴールが る「受動的な性質」は、 「生を癒し培 充実させるに必要 あの大いな 深 静けさを与えた」とし、また「 （略）神は日常のありふれた事を愛す ために を送った とも語っている。　
同じく「女性について」で、言わば男性原理至上主義が今日の文




































































性について」ではこう述べている、 「女性の責任がかつてないほど大きくなり、彼女の仕事の分野が家庭的な生活領域を遙 に超えた時代が到来した」 、と。　
おそらく、高良とみは以上のような内容を、とりわけ女性の使命




ル』 （講談社、一九八一〈昭和五六〉 ・七）で、タゴールが農村と農民生活に直に触れたこ によって、 「 （略）彼 望んだ文明の半身として、この一般農民の生活が存在するよう なる」と述べている。また、我妻氏はタゴールには「生命神」という考え方があっ 、 「生命神」は人間と自然の両方 創造に関わ い 、 「生命神 現代的意義は、人間尊重 ヒューマニズムであり、自然を人間と同等血縁的レベルで尊重する自然尊重である。その点で自然 人間とは生命共同体であるという思想である」 （同） と述べて る。もちろん、
ゴールは続けて「その時には女性は真の位置を見出すであろう」とも語っている。おそらくそうであろうと思われるのは、次のように語っていることである。引用が続くが、 「 （略）女性が女の仲間達に関心を覚えるのは、その女性の仲間達が生きている創造物であるからであり、人であるからであって、 の人たちが仕えてい ある特定の目的のためでもなく 彼女らが持っていて、彼女が賞讃する能力のため もない」 、と。　
成人男性同士の仲においては、相手の能力の魅力が大きくものを
言ったり、或る に打算的に功利的に付き合うとい ことがありがちかも知れない。それは男性自体がそういう資質を持っているからではなく、多くの男性が経済社会や 競争社会に生きているから、必然的にそういう価値観を持 しまうわけである。そういうふうにして人類は今日ま やってきて、多くの災厄を自らもたらして来たのである。タゴール これらの言葉 二一世紀今日にお ても十分に有効で、 の ま通じると言え 。タゴールは評論「女性と家庭」で次のよう 述べている 「具体的に人格的であり、人間的な何かが存在するところには女性の世界が 家庭的な世界はすべての一人一人が個 として価値を見出す世界である。それ故彼の価値は市場価値ではなく、愛 価値である」 。　
たしかに私たちは、とりわけ母親は家庭でたとえば子どもたちを







タゴールに心の底から共感していたということがわかる。それは、詩の具体的な方法とか、詩の持つ雰囲気とかいったレベルでの影響ではなく、その精神の姿勢において共鳴するものが永瀬清子にはあったということ、また高良とみ 場合には、若いときにその思想と人間性においてタゴールから本質的なところでの影響を受けたということが言える。つまりタゴールを介在して、彼女たちは根本的なところで繋がりがあった いうこ である。　
この繋がりは、高良とみの次女であり、詩人で文芸評論も数多く
書いている高良留美子に受け継がれている 言え 永瀬清子が高良留美子のこ を知ったの 、やはり母親の高良とみを通じ だろうと思われる。展示（ ［付記］ を参照）にある一九五七（昭和三二）年三月一○日の日付のある、高良とみ宛の永瀬清子の手紙の中に、「それからお嬢様がもしお心おすゝみでしたらどうか同人になって下さいませ。お願い申あげます」と る。そ 後、永瀬清子 高良留美子は手紙のやりとりをした 思われる。展示に 、永瀬清子の高良留美子宛の葉書はある だが、当然出され ずだと考えられる、永瀬清 宛の高良留美子の書簡が展示さ ていない清子が整理して保管していなかったということであろうか。　
それはともかく、 『女性史の中の永瀬清子［戦後篇］ 』によると、

















































選評論集６』 〈御茶の水書房、一九九三・一一〉所収）で、 「女性の姿は、女性たち自身にとってばかりでなく、人類とその文明にとって長いあいだ見失われていた ではないか」として、 「女性の問題と地球の問題、いいかえれば性差別と地球破壊・自然破壊の問題は、いまや男性優位の父権的な文化、文明として 女性たち自身によってとらえられはじめて るのである」と語られ そして「近代以降の女性解放思想は、自然的不平等と社会的不平等をきりはなすことを主張してきたが、それだけではもはや不十分なのであって、自然と社会 古い、父権的なきずなを断ち切るとともに、新し 結びつきをつくり出 て かなければならな 。 （略）もちろんそれは性たちだけの仕事ではない」 、と述べられてい 。　『高良留美子自選評論集２』 （御茶の水書房、一九九二・一一）の



























それも自然が︱︱この場合は「風」である︱︱登場する情景から、人間の営みや歴史というようなものが浮きあがってくるような詩である。 「大いなる樹木」や「星座の娘 の詩人である永瀬清子が、 「非常にすきです」と語っている とは、 なるほど了解 き であろ 。　
永瀬清子や高良とみがタゴールから受け継いだとも言える主張に














永瀬清子や高良とみと繋がりを強く持ち、その繋がりにはタゴールの存在が介在し たこ がわかる。因みに 永瀬清子には詩集『アジアについて』 （黄薔薇社、一九六一〈昭和三六〉 ・四）に収められた詩に「不可触賤民」がある。これはカースト制度 下で賤視され差別されている人々のことについて語った詩である。 「黙って運命に従うことが／お前の最 の叡智であるのか」と問いかけ、 「お前のために釈迦は説かなかったか／そしてガンジー 死ななかったか」と語っているのだ 、もちろん永瀬清子はその差別に憤っているのである。そして、彼ら被差別民がその差別に従順なことを悔しがっている詩でもある。　
さて、以上のように見てくると、永瀬清子と高良とみ、そして高
良留美子には一本の太い繋がりがあったということを、そしてその繋がりの背後にはタゴールが存在 い いうことを、確認できたのではないかと思われる。本稿ではあまり詳しく見 ことはできなかった、戦後の永瀬清子 活躍は、戦前以上に素晴らしいものがあった。しかしそれは戦前のあり方と変わ たわけではな 。永瀬清子は、女性であるこ のしがらみ 重圧を受けながらも、そのしがらみ どを断ち切って周囲を騒がせな ら詩人として活躍したのではなく、娘であること主婦であることを受け容れつつも、なおかつ女性のあり得べきあり方 問題 ついて、詩におい 表現してきた詩人 、やはり瞠目すべき詩人である。
　
永瀬清子にとって戦後以降の時代というのは、自分が老いていく
ことの問題とやがて直面していく時代でもあった。 詩 「第三の眼」 （詩集『海は陸へと』 〈思潮社、 一九七二［昭和四七］ ・九〉所収）では、 「老とはきっ ／心をゆりさますふ ぎな第三の眼が／額の上にきざまれることだ。 」と語っている。実は 作家の宇野千代もそういうことを言っている。年を取ると色々なことが見えてくる、しかも客観的に見えてくる、 と。また『焰に薪を
　
短章集３』の「老い」で、 「老











では参加者から興味深い深いお話を聞くことができた。感謝申し上げる。また、この講演を企画してくださった白根直子氏にはたいへんお世話になった。お礼申し上げる。なお、永瀬清子の詩からの引用は、すべて『永瀬清子詩集』 （思潮社、一九七九・六） 、 『続永瀬清子詩集』 （思潮社、一九八二・八）による。
（あやめ
　
ひろはる＝本学
　
文学部
　
日本語日本文学科）
キーワード＝永瀬清子、詩想、社会性
